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L 　は じめに

　中国が 工 業化を中心 とする経済高度成長 を始めた の は 1970 年代末以降の こ とで あ る。1978−1995年 の 間、国

内総生産 の 年平均成長率は 10％程度に達し た e しか し、一
方で は、経済の 高度成長 によるエ ネルギー消費量の

増加 に伴い 、国営大中小企業と郷鎮企 業か らの廃水、排ガ ス 、個体 廃棄物 な どの 急 増に起 因す る大気環境の 汚

染、水質の 汚濁、生態系の 破壊 も凄ま じい ス ピ
ー

ドで 悪化 して い る 。 特 に 、 中国 の 大気汚染は依然工 業用並び

に民生用石炭燃焼 による 「煤煙型 」 を主 と し 、 そ の 主な汚染物は酸性雨原因物質で あ る SO2 とば い じんとな っ

て お り、人体へ の 健康被害 1）等も確認され て い る 。こ こ で 、筆者は近年、中国に お ける 「煤煙型 」大気汚染の 実

態 2−S）とそ の 対策に つ い て の 調査 結果、並 び に 当協会が 日 中関環境連機関 と共 同で 進 め て い る 重 慶 市 の 酸性 雨 原

因物 質 排 出 制御技術 の 実用 化 に 関す る 研究 の 実施経験をふ ま え て 発表する。

2．石炭資源と大気環境の状況

2．1 豊富な石炭資源

　中国 の 石炭埋蔵量
6『7）は 986．3Gt（1Gt＝ユ09ton）で あり、世界埋蔵量の約 30％ を占めて い る 。そ の うち、採掘可能

な石炭埋蔵量 は 114．5Gt で あ る。そ の 中に は、瀝青炭は 75％、無煙炭は ユ2％、褐炭は 13％ を占める。そ して 、

埋蔵量の約 84 ％ は 中国の 北部地方に あ る。

2．2 低品位石炭の大量消費と生産

　図 1 は中国建国以降の エ ネルギー需給の推移を示 したもの である。大躍進期及び文化大革命初期を除けば、

エ ネルギー需給は 70年頃まで 一本線で描 く こ とが で きる（図 1 線 1 参照）。70 年以降、80年頃 まで、別 の 線 2 で

示され る時期が経済全体 の 混乱に よ っ て エ ネ ルギー産業も伸び悩み、76 年か ら は 生産が消費を大 き く上 回 る よ

う に な る 時期で あ っ た 。次い で、石 炭部門の 生産調整があ っ た後、81 年よ り少 し傾 き急にす る 消費傾向が見 ら

れ る（図 1 線 3 参照）。変化 の 背景は改革 開放政策 に よる高度経済成長で あ り、エ ネル ギー需給が大き く伸び る こ

ととな っ た の である 。

　図 2 は中国石 炭の 生産量 の推移を炭鉱種別に表 した もの で あ る。炭鉱は大き く中央政府所 管の重点炭鉱で あ

る 「統配炭鉱」 と地方 自治体省
・
県経営炭鉱、郷鎮炭鉱あ る い は 個 人炭鉱 を併せ た 「地方炭鉱 」 の 二 種類 に分

け られ る。現在、郷鎮炭鉱 ある い は個人 炭鉱の 石 炭 生産は急激 に 伸び、1994 年 には 「統配炭鉱亅 と郷鎮炭鉱 の

シ ェ ア が逆転 して しまっ て い る。選炭比率 は全体 で も 22％ と低 く，「地方炭鉱」 では こ の比率は 15％、郷鎮炭鉱

で は選炭 はほ とん どされて い な い 。 しか し 、 郷鎮炭鉱の産出炭質は高灰分ある い は高硫黄分の低品位炭で ある

ため 、 そ の石炭燃焼は大気汚染の 主因 とな っ て い る 。
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図 1 中国石炭の 生産量および消費蚤 の 推移
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図2 各種炭鉱の 石炭生産量伸びと選炭の 生産量

2．3 大気環境汚染の 状況

2．3．1 都市部の大気汚染状況 　 1997 年、中国都市 の 大気質は、依然深刻な汚染状態に な っ て お り、特に 、北方

の 都 市 の ほ うが南方 の 都市 よ り も酷 くな っ て い る。しか し、全体的に 悪化する 傾向は 緩和され、一部 の 沿海都

市及び中 ・
小都市に お い て は幾分改善さ れ つ つ あ る と報告され て い る

4）。

（1丿一＝酸化硫黄置0丿濃度の 1997 年平均値は 3・・248μgm
’3

の問で あ り、全国 の 年平均値 は 66gegrn“3 で ある。52．3％

　 の 北方都市 と 375 ％ の 南 方都市 の 年平均値が国家二 級環境基準 （60μgm
’3）を超え て い る。北方都市の 年平均

　 値 は 72pgm
’3 で 、南方都市 の 平均値 の 方 は 60Ptgm’3 とな っ て い る。宜賓、貴陽及び重慶 に代表さ れ る 西南高
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　 硫黄分石炭地域に ある都市と、エ ネル ギー消費量 の大きな北方の 山西 、 山東 、 河北 、 遼寧 、 内モ ングル及び

　 河南、陜西 の 一部地 域にあ る 都市 で の SO2汚染は深刻 で あ る。

（2）鑄 酸化物御 0顕り濃度の 1997年平均値 は 4〜140pgm’3 の 範囲 で あ り、全国の 年平均値 は 45pgm ’3
とな っ て い る。

　 また 、そ の北方都市 の年平均値は 49μgm
‘3、南方都市の ほ うは 41μgrn

’3 で あ る。34 の都市は国家 二 級基準

　　（50pgrn’3）を超え て お り、 統計された都市 の 36．2％を占め て い る 。 そ の 内、広州、北京及び上海 3 都市 の 窒

　 素酸化物汚染は深刻であり、濃度の 年平均値 は 100pagm
’3
を超えるも の とな っ て い る 。 また 、 済南 、 武漢 、 烏

　 魯木斉 及 び鄭州等都市の 汚染も激し い 状態に あ る。

（3♪総浮遊 粒子状物貿漉度の 1997年平均値 は 32−741mpgin’3 の 間 で あ り、全 国 の年平均値 は 29ユμgm
・3

とな っ て い

　 る 。 国家二 級基準 （200pgm’3）を超えて い る都市は 67 都市あ り、都市統 計総数の 72．0％ を占め て い る。また、

　 北方都市の年平均値は 381pgmf3 、南方都市の年平均値は 200μgm
’3 となっ て い る 。 地域分布か ら見 る と、北京、

　 天津、甘粛省、新彊、陜西、山西の大部分及び河南、吉林、青海、寧夏、内モ ン グル 、山東、河北、遼寧の

　
一
部地域で 、総浮遊粒子状物質の 汚染が深刻で あ る。

（4）全国 の峰下ぱい じん量 の エ997年平均値は 15，3ton／km3・月で あ り、北方都市の年平均値は 21．5ton／ km3・月、

　 南方都市で は 9．3ton／km3・月とな っ て い る 。

幺32 鯢 な 礫 煙 型ノ の汚染勿質排出i醗 　　1993年 に全国における石炭燃焼によ り排出された SO2は 1
，
620

万 ton であ り．SO2排出総量の 90％を占める 。 そ して、ぱい じんの排出量も 1，416万 ton に達した。 1997年の SO2
排出総量は 2，346 万 tonで あ り、そ の うち、工 業か らの SO2排出量 は 1992 年・−1997 年の 問、大きな増 減はな く

1，852 万 ton で あ り、78．9％を占め、民生か らの SO2排出量は 494万 ton で あ っ た。また、工 業か ら排 出され る

SO2 の うち、県及び県 以 上 の 都市部の は 1，363万 ton で、73．6％ を占め、郷 鎮か らの は 489万 ton とな っ て い る。
ば い じん 排出総量は ユ

，
873 万 ton と な っ て お り、そ の 内、工 業か らの排出量が 1

，
565 万 ton で 、83．6％ を 占 め 、民

生か らの 排出量が 308 万 ton で あ っ た。工 業 由来の ばい じん排出量 の 中、県及び県以上 の 地域か らの もの が全体

の 43．8％を占め、685万 ton であ り、郷鎮か らのもの が 880万 ton とな っ て い る 。 その他、工業粉塵の 排 出総量

は 1，505万 ton であ り、 そ の 内、 県及び県以上 の地域か らの もの が 548万 ton で 36．4％ を占め 、 郷鎮か らの もの

が 957　n 　ton となっ て い る。

2．4 酸性雨及び環境の酸性化の推移

2．4．1 偽 然深剛な酸倥雨1汚i染　 1993年には、73 都市の統計によ り、降水の 年平均 pH 値の 範囲は 3．94〜7．63
に あ り、pH 値 5．60 以下の都市が 49．3％ を 占め て お り、重慶市、貴陽市、長沙市、南昌市な どの 都市に お け る酸

性雨の 頻度がかな り高 い だけで な く、酸性雨の 農地 に 対す る 被害面積も 530 万 ha に達す る。1997 年には、、全国

の 降水の pH 年間平均値が 3．74〜7．79 の 間に な っ て い る。絳水の pH 年間平均値が 5．6 未満の都市は 44 都市で 、

統計された都市数の 47．8％を占め て お り、そ の内、75％の 南方都市 （揚子江の 南側）で は、降水 の pH 年問平均

値 が 5．6 未満 で あ っ た 。 降水 の pH 年 間平均値が 45 未満 の 都 市 は、長沙 、 遵義、杭州及 び宜賓とな っ て い る 。

統 計 さ れ た都市の 71．7％ の 南方都市で は 、酸性雨 が 観測 され 、そ の頻度が 90％ 以 上 とな っ て い る 都市 は 長沙、

景徳鎮及び遵義 で あ っ た 。北方 の 都市 にお い て、降水 の pH 年 間平均値 が 5．6 未満 の 都市は少なか っ た。華 中酸

性雨区域は全国 に お い て 酸性雨汚染が最も深刻な区域であり、そ の 降水の pH 年間平均値が 5．0 未満であり、そ

の 発生頻度は 70％以上 とな っ て い る。西南酸性雨区域で の 汚染も非常に深刻で あり、重慶を除い た 中心区域で

の 降水 の pH 年間平均値も 5．0 未満 で あ り、頻度も 70％以上 とな っ て い る。そ して 、華南酸性雨区域は主に珠江
三 角洲及び広西 中 ・東部地域に分布 して お り、1997 年は そ の 一部の 都市に お い て 、降水の酸性度は 低下 し、酸

性雨の発生頻度は前の年よ り高くな っ て い る。

2．42 環境酸鬱化の北上 齣 　　環境酸性化 の 変化 にお い て は、人為的な酸性雨原因物質によ る もの だけで な

く、自然起源の大気汚染物質の影響、特に酸性化を抑制する 土壌由来の塩基性物質との バ ラ ン ス を考慮しなけ

れ ばな らな い。中国南部地域におい て 、激しい酸性雨による大気汚染が観灑 され て い る。これ らの 地域の 土壌

は酸性で あり 、 酸を中和する能力に貧しい こ とも関係して い る 。

一方 、 中国北方地域で は、 広域の アルカ リ性

図3　 1985年度 中国酸性雨分布図

6

図4　 1995年度 中国酸性雨分布図
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と同時に、清潔に燃焼させ る た め の 技術開発が重要な課題　 　　 　　 　　 　 　　 　 刈 Ctt鉄劬 ど）

となる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 水を使用せず石炭 とズ リ選別可能
3」．1me 炭　・ク リー

ン コ ール擶 　　石炭燃焼に伴う環 境

醗欝鸚難 霙：髣麗擁濺蠡軈 驪 　・・ 乾式選炭技術開発研究・ 概要図

の 鉱物 を 除去 し、石炭の 商品価値を 高め る た め に は 山元 で の 石 炭の 事前処理 技術、即ち、選炭
9）が不可欠 で あ る。

高 い 生産 コ ス ト、低灰 分除去率 と水 資源 の 汚濁等 によ っ て 、中国 に適合す る技術 とな っ て い な い の が現状で あ

る 。 そ の ため 、 現在 、 （社）国際善隣協会は環境庁の 地球環境研 究推進費に よ る 日中共同研究と して、静電気や超

音波等に よ る乾式選炭技術 9−ll）の基礎開発研究（図 5＞を、中国重慶直轄市石 炭工 業管理 局を始め とす る関連組織

並 びに 日本側国立研 究機関、大学 と民間企 業 の 協 力 に よ っ て 実施 し て い る。高硫黄 の 低贔位石炭が 乾式選炭に

よ っ て 除去 さ れ る 灰 分 は 10−20％ の硫黄分 が含ま れ 、硫黄資源 と し て 有効利用す る こ と も 可能 とな る。今後、ジ

グ法よ りもやす く、か つ 湿式選炭法 の 約 70％ 程度の 高 い 硫黄除去率 ・灰分除去 率を目標 とする乾式選炭技術 の

実 用化 に 目指 して い る。

3．1．2 燃焼技衢 　　民生用並びに中小 工 場の ボイラ
ー

の 燃焼効率を向上させ、同時 にの SO2排出制御の ため には

脱硫装置 を設置す る よりも燃料 を改善す る方法が有効 で ある。これ に応える方法 として、バ イオ ブリケ ッ ト技

術
11”19）が重慶地域で（社）国際善隣協会に よ っ て着実 に進め られて い る 。 平 成 7 年度か らス タ

ー
トし た こ の 研究で

は、重慶市の 石 炭質に つ い て化学 ・物理的に分析 し、現在 の 石 炭 の利用状況、中国式成形炭 の 流通 ・生産 の 実

態を予備的に調査す る とともに、並びに 中国現地 に適したバ イ オブリケ ッ ト成形研究装置及び燃焼炉の 改造ま

でを含めた初歩的設計、試作および燃焼実験等を行っ た。 そ して 、平成 8 年度に は、日本か らの 技術提供を含

め、生産プ ラン トに結び付 く実証プ ラ ン トを重慶市江北区華新街煤店に設置 し
S）、現地 で の 試作バイオブリケ ッ

トと現在 の 重慶市販成形炭との 比較実験を行っ た 。 バ イオブリケ ッ ト技術の 開発 ・現地化を検討 し 、 石炭燃焼

に伴 う硫黄固定化が 、酸性雨原因物質の 抑制手法と して 必要且 つ 重要で あ る こ とを明 らか に した 。現在、石炭

にバイオ マ ス （大鋸屑、バ ガス 、モ ミガラ、稲ワ ラ等 の植物廃棄物）を

10・… 25％ 配合し、生石灰 、消石灰等の硫黄固定剤を予 め配合した混

合物を、室温 で 高圧成形（線圧約 3　一　5　ton　cm
’i
）プ ロ セ ス に よ っ て 、

数種類の バイオブ リケ ッ トの 試験製造実wa　11）を行っ て い る。現地 モ

デル地域 にお い て 、5 種類 の バ イオブリケ ッ トの 硫黄固定化Ut　16・18）

が 70 〜 90％ に達 した バ イ オ ブ リ ケ ッ トの 試験製造 と試用 を 通 じ、

住 民使用 意欲 の 実態
17）と現地化 の ため の 製造設備 ス ケ

ー
ル ア ッ プ

に関する適正化研究 ・
調査を行い 、 高い燃焼効率で好評 を得て い る 。

日本か らの技術提供を含む現地実証プ ラ ン トの周辺装置の設置及

びそ の 建設 の 全部 費用 は、重慶市関連事業体 か ら徴 収された SO2
排汚費（3．3．2 節 を 参M ）に よる補助金 で ある 。 現在 、四 川省成都市

20）、

遼寧省沈陽市、鞍山市等にも、バイオブ リケッ トの 試験製造技術の

導入 計画 があ り、そ の 技術移転と技術現地化が期待され て い る。

　バイオ ブリケ ッ トのほか ・ 石炭 の高 い 効率利用の流動層燃焼方式　図6 バ イオブリケ ツ トの 試作概要
等

21）も炉内脱硫に適 した技術である 。

3．1．3 石炭のガス 化技班　 中国都市部地域にお い て 家庭室内で の暖房、調理 の ため の 石炭燃焼が、中小工場の

ボイラ
ー

の 石炭燃焼と並ん で 、地域大気汚染及び室内汚染 ・人体へ の 健康被害の 主因とな っ て い る。こ れ を解

決する方法と し て 、各 家庭に ク リ
ーン 化 さ れ た都市ガス 22）の 普及が推進 さ れ て い る。現在、中国全土 で は 、既

に 200 の 大 中都市の住民 40〜90％程度は都市ガ ス を利用して い る。

3．1．4 脱疏技術．石炭 然焼灰 と鋭鮖 膏の鯏 用技 術 　　中国 の 火 力発電 で は、ほとん ど脱硫装 re　os）は設 置さ

れ て い な い。こ の た め 、近年、ODA の 資金や 円借款等を 利用 し た先進国 の脱硫プ ロ セ ス の供与あ る い は技術移

土壌粒子や 自然起源 ア ン モ ニ ア ガ ス に よ っ て酸性雨原因物質の 申和効果があ り、酸性雨 はほとん どみ られ て い

な い 。しか し、近年、特 に図們 や青島な どの 北方地 域で は、降水 の 酸性度及 び酸性雨 の頻度がかな り高い 状態

を維持 して お り 、 北方地区 に い て しばしば酸性雨汚染が出現する 2 つ の 重点酸性雨汚染 区域とな っ て い る
4）

e そ

れは該当地域 に おけ る酸性雨原因物質の 排出量が環境中和能を超過し、環境酸性化が進 んだ結果、　 「酸性雨前

線」 が徐 々 に北上する傾向を示唆 して い る（図 3〜4）。　　　　　　　　　　　　　　 電 磁 誘 導
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転 が試み られ て い るが 、そ の 普及 まで に は 至 っ て い な い 。そ の 原因は、高い ラ ン ニ ン グ コ ス トで あ り、か つ ダ
ー

テ ィ
ー

な排ガ ス に適 して いな い 設計で あ る。さ らに、湿式の 石灰
一

石 膏法は高コ ス ト、多量水の 使用、脱硫

石膏の堆積等 が問題 とな っ て い る 。 従 っ て 、乾式、低 コ ス ト、有用な副生成物の 脱硫装置が 中国 の 事情に合致

す るも の と考 え られ る 。 最近 、 硫酸 、 硫安副生型脱硫プロ セ ス 、 並びに乾式 高効 率石灰
一

石膏法が 開発 されて

い る
M ）

。 さ らに 、 脱硫石膏の 利用技術 としては 、 中国北方広域 の アルカ リ性土壌の 改良剤に関する研究 as）が報

告され て い る 。また、重慶市で は、発電所脱硫装置か ら排出された脱硫石膏の堆積物か ら土壌養分である高品

質 の 硫酸カ リウム の 生産プロ セ ス も研 究され．現地側 よ り当協会と共 同で の 実用 化要請 もあ っ た。ア ル カ リ性 ・

酸性土壌の 改良と土壌養分 の 補給 に関する それ らの 研究成果が、脱硫石膏の 利用 に新たな道を開けそうで あ る 。

3．2 エ ネルギー構造の改善策 と消費予測

3．2．1 エ ネル ギー
穂造の転換 ・改善策　　中国におけ る エ ネルギ

ー
の現状 と石炭燃焼によ る大気汚染問題によ り、

中国政府は発展戦略と して 以下 の よ うな改善策を考えて い る 笏。

　（1）省 エ ネ の 推進、（2）水 力発電 を開拓し、石油 と天然ガス を積極的 に開発 し、原子力発電 を適切に発 展す る。

（3）新し い エ ネルギー
と再生可能の エ ネルギー

、 バ イオ マ ス発電 を開発する 。 （4）電力工業の 現代化建設 を加速さ

せ 、一次 エ ネ ル ギー消費 総量 の 中 に 電 力エ ネル ギーの 比重 を高 め る。（5）石 炭鉱 口発電所 を 大 い に 推進 し、石 炭

運送 コ ス トを低減する。1997 年、全国 におけ る 石炭の 都市ガス 、天然ガス 及び液体石化 ガス の 供給量は、それ

ぞれ 126，9億 m3 、66．3億 ms 及び 578．6 万 tonで，前の年 に比 べ 顕著に伸びている
4；。

3．2．2 エ ネル ギー
の消費量 と生 産量 ’ご闘する予灘 27）

数多 くの 予測方法 を用 い 、今後 の 中国 エ ネルギー
の 　　　 　 表 1 中国エ ネル ギーの 消費と供給量の 予測

消費量と生産量に 関する 予測結果を表 1 に まとめ る。

　中国 にお け る
一

次 エ ネルギ
ー

の 生産能力を考えれ 　　　項 目　　　 1990年　2000年　2010年　2020年

ぱ、石炭及 びバ イ オエ ネル ギーの 生産能力は需要に

満足で き る が 、石油 と天然ガス の需要急増には、供

給がかな り大き く欠けて い るところが ある 。

　国 内で は石 油の 供給は既 に需要に 満足で きず、

1993 年に中国は石油の輸出国か ら輸入国に変わ り、

不足 して い る とこ ろは急速に増 え、本世紀 の 末 に不

足部分は 4
，500万 ton、2010 年に 9，500万 ton、2020

年に 14
，
000万 ton に達す る と見通す

2η
e

　天然ガス は 2000年 に不 足部分が 50 億 m3 、2010年
に 200億 m3 、 2020年 に 100億 m3 に達する 。 不足 の

総量（M り
　石炭（Mt）
　石油（Mt）
天然ガス（loam3）
　水力（GW ）
原子力（GW ）
バ イオ エ ネ（M り

1，2561
，055115215

　36

267

1，6701
，400200350

　 72
　2．7250

2，2601
，7702601

，200110

　 20309

2，7942
，1003201

，600180

　 40367

1Mt＝ 106ton；1GW ＝ 109W．

部分 をで き る 限 り減少す る ため、石 油 と天 然 ガス の 利用 効率 を高めな ければな らず、同時 に、代替 エ ネルギー

の 開発は急務で あり、近年、原子 力発eg　2ηの 導入 も真剣に計画されて い る。

3．3 大気汚染対策の行政措置と日中環境協力プロジ ェ ク トの 推進

　今年（1998 年）6 月 24 日、中国 ・
国家環境保護総局解振華局長は汚染物質の 総量規制計画 に よ り、汚染の趨勢

を コ ン トロ
ー

ルする とともにグ リ
ー

ン エ コ プ ロ ジ ェ クトには第 9次 5 力年計画（1996 −2000年）の 間、1800 億元（約

3 兆 円相 当）の 環境投資 を行 う考 えを発表 した 。2000年に至 る まで の 環境保護重点政策は 「3321 プ ロ ジ ェ ク ト」

で あ り、つ ま り 3 っ の 河川（淮河、遼河 、海河）、3 つ の 湖（太湖、漢湖、巣湖）、2 つ の 区儼性雨規制区域 と二 酸

化硫黄規 制区域）、1 つ の 都市（首都北京）の 汚染対策 で ある。総量規制計画 で は、（1）増産 しつ っ 汚染を削減、（2）
劣悪な生産設備の淘汰 、 （3）ISO1400国際標準規格の推進な どの三項 目を挙 げて い る 。

3．31 酸盤雨窺 働区域と．＝酸化疏責規絢1区域びご規耐区蜘 丿の設耀　　酸性雨の 拡大を有効的に抑制するた

め、中国国務 院は酸性雨規制区域 と SO2 汚染規制区域を国の 汚染防止重点地区に組み入れている。この 二 規制

区域にお ける酸性雨原因物質の抑制 目標としては、2000年まで に SO2を排出する産業発生源での排出基準を達

成させ 、並び に SO2 排出総量規制を実現し、関連直轄市、雀都、経済特別区都市、沿岸開放都市及び重点リゾ
ー

ト地域 におけ る 大気中 の SO2濃度 を国家環境基準 に達成 させ、酸性雨規制区域で の 酸性雨悪化傾向を緩和さ

せ る 。 2010年までには、SO2 の排出総量 を 2000年 の排出 レベ ル以内に押 さえ 、都市にお ける大気中の SO2濃度

を国家環境基準に満たし、 酸性雨規制区域で の降水の pH 値が 4．5 未満の 面積を 2000年よ り顕著に軽減させ る

こ とを目標 として い る 4）。

3．3，2 汚染倣 の排出規制 一排汚費毅収鍍 　　汚染物質 を排出する事業体は 、 国 の定めた環境基準を超過 し

た場合、そ の汚染物質の 排出濃度と量に応じて
一定の 費用（排汚費と称呼）を環境行政機関に納めなけれ ばならな

い 。汚染物質 の 排出者 はそ の 処 理責任 を負い 、また排汚費 へ 距 27〕を納め る こ とによ り環境損失を補償す る とい う

わ けで ある 。 こ の 排汚費徴収制度は 1978年から提起され、1982に暫定方法が公表され、漸く近年全国 で 実施さ

れ る よう に なっ た e 徴収基準は排出事業体の 自己申告 したもの を環境行政の監視 ・観測機関がチ ェ ッ クしたも

の に基づ く。例えば、高硫黄低品位原炭及び硫黄固定率 50％以下 の 石炭を利用す る 事業体の 場合、1kg の SO2
排出徴収金 としては O．2 人民元で ある

11》
。 しか し、 酸性雨 の 深刻化 に伴い、SO2を排出す る全て の事業体 に対 し

て 、そ の 排 出濃度 の 如何 を問わず SO2 排汚費を徴収す る 新 しい 制度が 1993 年か ら重慶市等 の 一部地域 で 実験的
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に導入 され、そ して 、1996年 か ら中国全土 で そ の徴収が 開始さ れ て い る 。排汚費が い っ たん財政当局 の 管理下

に移され、そ の用途は汚染物質排 出 の 重点企業や総合的汚染処理施設 の 環 境投資を補助する目的に限 ら れ る 罰。

　 さらに、郷鎮炭鉱に対 し、「補助 ・改革 ・整理
・
統合

・向上 」 の方針下に 、 技術改造や設備投資な どによ っ て

生産 の 効率化 を規定す る と同時に 、 低品位炭の 流通 を抑えるため、許可証を持たない業者を市場から閉め出 し、

管理
・
規制 を強化 して い る 。

3．3．3 国緬 点プロ ジ ェ ク Fの窯 蕕　　1997年 、 中国 に お け る産業排ガス の 対策技術導入 に よ っ て 、排煙 除塵

率及びプ ロ セ ス排ガス の浄化処 理 率は、各々 88．4％ と 76．9％ に 達 して い る。そ の 内、県 と県以上 の 地域で はそれ

ぞ れ 90．4％ と 79．4％ と な っ て お り、前年 に 比べ 、O．4％ と 4．4％ 伸びて い る。「申国 に お ける世紀に架ける グリー

ン エ コ プ ロ ジェ ク ト」
28）が実施 申 で あ り、大気汚染防止に対 する設備投資が強化され、1997 年度に完了した大

気汚染防止プロ ジ ェ ク トは 42 個あ り、建設 中の プ ロ ジ ェ ク ト4）は 112 個で ある 。

　大気汚染、酸性雨汚染等の環境問題を解決する ため、中国政府はク リ
ー

ン コ
ー

ル技術、省 エ ネルギー
技術及

び脱硫技術な どの
一
連の措置を採択 し、また、SO2 の 排汚費徴収制度 の さ らな る強化、総量規制の実施、省エ ネ

ルギ
ー

の 促進とい っ た経済政策を推進 して い る。20 年間、1 万人民元 の 国民総 生産の 当た り、そ の エ ネル ギー

消費量 は年 々 減少 して き て い る
4）。

3．3．4 β 中環境爾発 モ デル都 市事 業 へ の期待 　　　表2．重慶市 日中環境開発モデル 都市事業に よる

今年 3 月に、日本が 中国 の 地方都市 に環境保全　　　　　大気汚染物質の排出削減目標例
の ノウハ ウを移転 し、環境対策を進め る 「日中

環境開発モデル 都市事業」 を大連、重慶 、貴陽

の 3 都 市 で 実施す る こ とが内定 した。日本政府

と し て は こ の事業で 環境汚染や地球温 暖化な ど

の 対策 を促進 した い 考えで あるが、中国側は大

気や水質の 汚染対策作りの ノ ウ ハ ウを求め て い

る。こ の 事 業によ っ て 、石炭火力発電所 の 脱硫

技術、石 炭燃焼 灰 の 利用や高燃焼効率 の ボイ ラ

項　　目 1996年排出量　 削減量　 削減率

二 酸化硫黄 SO2）　 27．4万 ton　　19．5万 ton　 71．1％

煤煙、ばい じん 4．3万 ton 　 　 2．7万 ton　 62．5％

二 酸化炭素（CO2 ）　 280．1万 ton　 71．6万 ton　25．6％

窒素酸化物 　Ox 5．4万 ton　　 1．2万 ton　 222 ％

一
へ の改造 な どが 進 め ら れ る。重慶市 の 場合、9つ の 優先 プロ ジ ェ ク ト案が検 討 され、技術移転 の 手順な どの 詳

細 を詰め、実現すれ ば、表 2 に 示す ような環 境改善効果 を得る こ とが期待され て い る。

3．4 地域完結循環型総合環境保護対策技術の 構築 と普及 ・提唱

　現在、硫黄固定剤添加 の バ イオ ブリケ ッ ト燃焼灰 や中小 ボイ ラ
ーの炉内脱硫燃焼灰 はそ の ミク ロ ポー

ラス な

構造に よ る土壌改良効果 に加え て 、酸性 ・塩基性土壌の 中和能力を利用 して 土壌の修復能力と栄養塩の供給能

力を解明する 研究が行われ て い る。そ ら れの 効果が確認されれ ば、高硫黄低品位石炭の バ イオブ リケ ッ ト化は、

農林業廃棄バ イオ マ ス の 利用 に始ま り、燃焼灰の 農林地へ の 散布で 出発点に 戻る廃棄物の ゼ ロ ・エ ミ ッ シ ョ ン

サイ クル が実現可能で ある 。 同時に、富栄養化した河川か ら窒素、燐を吸収する水生植物で ある蓮や ヨ シ な ど、

バイオ ブ リケ ッ ト用の バイオ マ ス として の適正性研究を進め、さらに、発電所排煙脱硫か ら生成する脱硫石膏

の 硫安や 硫酸カリウム の 栄養塩類 による植物 成長 の促進効果 が確率 し、それ に乾式選炭技術と組み合わ せ れ ば、

酸性雨重 点地域に お ける（1）水資源保護 ・河川富栄養化対策、（2）室 内汚染 ・大気汚染対策、（3）土壌質の改良 ・森

林保護対策 、（4）硫黄資源 の 有効利用方ee，　 （5）省エ ネ ・CO2 削減策、か ら構成され る地域完結循環型総合環壇保

護対策技術 2D・29＞の 実用化 ・普及 が期待され て い る 。

4． ま とめ

　中国 の 激 し い 大気汚染問題 の 真 の
一

因 は、急速な 経

済成長 に伴 い、利用拡大しっ つ ある石炭を主とするエ

ネルギ
ー

か ら由来す る もの で ある。しか し、先進国型

の 高コ ス トで 高エ ネルギー消費型 の 石炭利用技術や環
境技術は、かえ っ て 経済発展 を阻止 し、実用化 し難 い

もの と 思 わ れ る。そ こ で、中国 に適合す る 技術は、安

価 で安全 で、か つ 現地化 しやす く、雇 用 の 機会を増加

させ る もの で なくて はならな い。こ の ような技術は、
これ ま で の 先進 国 型 の技術の 延長線上 に ある と は考 え

られ な く、現地の厳し い ニ ーズ に応え る た め に は、従

来の 先進 国 型技術を新しい原 理 ・ア イ デ ア に 基づ い た

革新的な技術の 開発 ある い は現地化が求められてい る 。

現在、高硫黄低品位 石炭のバイオ ブリケ ッ ト化技術は

図7　地域完結循環型総合環境保全対策

酸性雨原 因物質排出制御技術の
一

つ と し て、中国 西南部や 東北地域で実用化試験 計画 が 実施さ れ つ つ あ る。同

聴 に 、河川富栄養成分 を吸 収す る水性 植物 の バ イオ マ ス と し て の 活用、石炭燃焼灰 と脱硫石膏の 土壌質 の 改良 ・

肥料効果 を 見極め 、か つ 開発中の乾式選炭も導入 する こ と か ら構成され る地域完結循環型総合環境保護対策技
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術を実用化させ た い と検討 して い る。

　さ ら に、今後の 日中環境開発モ デル 都市事業に よ っ て 大気汚染の改善が期待され る。
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